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＜デイケア事例検討＞

清水　泰雅　様（35）　主病名：統合失調症

利用開始日：平成19年10月29日（2年1ヶ月）　利用日　：月～金

治療計画　：

1 デイケア利用する事によって、生活リズムの改善、気分転換を図る

2 対人関係のスキル向上のため、ＳＳＴ等のプログラムを活用していく。

検討内容　今後の対応・治療計画の見直し

最近の本人の様子

· 遅刻時は連絡するようスタッフから促しているが、遅刻の連絡を入れない事が多い。

· 寝坊して遅刻する事が多く、定時に来所出来ない。毎月２～３日は定時に来所しているが、その他

は遅刻して来所している。

· 「寝坊して定時にデイケアに来所できない。生活リズムが崩れている」と本人話す。生活リズムを整える為にどうすれば良いかと言う質問に「朝はきちんと起きる」と本人答えるが、朝きちんと起きる為にどうすればよいかというスタッフの質問には答えられない。

· 寝坊している原因として寝る時間が遅い(就寝前薬を23時頃服用している)と話す為、スタッフより入眠時間を早くする為にも就寝前薬を21時くらいに服用するよう提案しているが、実行しようとはしない。実行しない理由として「忘れる」と話す。

今後の対応

· 1日のスケジュールを紙に書いてもらい、生活の見直しをする。

· 1日のスケジュールを確認し、定時にデイケアに来所出来ない原因をみつける。

· 本人より変更出来ないスケジュールと変更可能なスケジュール内容をわけてもらい、遅刻しない為にどうすれば良いか本人と担当スタッフで話し合う。

今後の治療計画
· 治療計画①を「定時までに通所利用を目的として、生活状況の見直しをしながら生活リズムの改善を図る」に変更。治療計画②は継続していく。

＜連絡事項＞

· 今後、路上状態が悪く、第４駐車場に駐車することが無理な場合は、第２駐車場に駐車すること。
· 12/22勤務変更あり。
山田Ｂ勤→日勤

木村日勤→Ｂ勤

· 学術発表の抄録を作成し、12/25までに下館ＳＧＭへ提出すること。

· 1/1～1/151分のプログラムテキストを作成し、12/25までにプログラム担当スタッフにデータで提出すること。
· 青陽館新聞の記事依頼されたスタッフ（木村、大谷地、川井）は、12/25までに記事を作成し新聞担当スタッフに提出すること。山田スタッフは、提出済み。

· 12/25クリスマス忘年会実施予定。各自、企画書を確認しておくこと。

＜利用者様情報＞

· 北村　奈美　様～12/18夕方、本人より電話あり。自宅にてお母様と一緒に居ないように自室で過

ごしていたが、幻聴が強くなってきた為、時分の病状が心配になってきたと相談の電話あり。自分の現在の状態について家族へ伝える事が出来ない為、電話にてスタッフから家族へ説明して欲しいと希望聞かれている。伝える内容

　　　　　　　　　　として、

　　　　　　　　　　①お母様との関係が悪化してから幻聴・胸部痛が出現している事

　　　　　　　　　　②関係の悪化により不安を抱えている事

　　　　　　　　　　③お母様に対して殺されるかもしれないと考えてしまっている事

　　　　　　　　　　等の点を伝えて欲しいと希望あり。話中にも不安が強くなっているとの事で泣き出してしまっている。

　　　　　　　　　　電話をお母様に代わって頂き、本人の状態を伝え本人に今まで通り接して頂き

たい事を説明している。

　　　　　　　　　　お母様から、お母様も生活上での問題があり、奈美様の現在の状態に気がついていなかったとの事で、今後の対応に気を配ると返答頂いている。

　　　　　　　　　　本日、担当医へ情報提供し、本人が不安時、デイケア利用日以外にもデイケアを利用してよいと了承を得ている。

· 繁名　和恵　様～正月休みたいと話される。実家に帰る準備をする為、12/29より休むとのこと。

· 田向　玲美　様～プログラムに入るグループを決めている。今週よりそのグループに入ってもらう。

　　　　　　　　　　プログラムに対して本人は「対人関係を勉強したいからＳＳＴに入りたい。体

重が増えたからエアロビクスに入りたい。エアロビクスに慣れるまで中級で様子をみて慣れてきたら上級に入りたい」と希望されている。また、芸術療法では、読書をして感想文を書くことに決めている。

· 種本　サハ　様～「12/25欠席したい。クリスマス会で移動することがすごいんでしょ？」と話す。　

スタッフより移動することは少ないことを説明すると「そうですか」と答えら

れる。

· 赤坂　順市　様～体重減少の為、昼の自主活動時、ウォーキングするよう担当スタッフより促して

いるが、時折ウォーキングを行っていないことがある。ウォーキングを行っていない際は、カンファレンス残り番スタッフは、本人へウォーキングを行うよう声掛けすること。

＜ケース会議報告＞

○村上元道様

本人の希望：一般就労がしたい。（希望職種：電気関係、梱包、基礎工事）

　　　　　　　訓練期間が、まだ１年ある為、その間に就労したい。

　　　　　　　自動の免許をとりたい

　　　　　　　障害の開示については迷っている

最近の状況について

　・うみねこ幸房→利用して最初の３ヶ月は、焦る様子見られていない。無理をしている時はペースをおさえるよう声掛けを行っている。

・通所　　　　→人の話を最後まで聞かず早合点することがある。かすみ目を訴える事があるが、

本人は目が疲れていると感じていない。思っていることをきちんと伝えられないことがある。

　・訪問看護　　→他者の評価を気にして頑張りすぎてしまう。起床が遅くなってきた。

　・青明舎　　　→起床が遅くなってきた。朝、洗顔しない事がある。

主治医より

　一般就労に向け、段階的に職親から行うこと（職親は半年使用している為、後２年半使用期間あり）。また、これまでの経緯などからオーバーペースになりがちである為、誰かがブレーキを掛けるようにし、無理なスケジュールを立てない事やショートスパンでの目標のすり合わせなどこまめに行うこと。

今後

· 車の件については、警察署の免許係りに相談する。生活保護担当スタッフより就労する上で必要があれば免許をとっても良いと了承を得ている。

· 仕事については、職親の見学を行っていく。職親は、本人から選んでもらい見学を進めていく。

＜外来利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～疲労時、希死念慮生じることはなくなったとのこと。娘様は３学期から根城小学

校へ転校出来るかもしれないと話す。

· 清水頭　翼　様～ハロマンス50㎎１Ａ施行。次回受診日12/28。デイケアで忘年会実施すること

を担当医へ報告している。

· 上野　千奈津様～採血の結果、異常ない。幻想なくなったとのこと。体重３kg減少している。外

出るのが億劫だと話している。

· 田中　一　　様～ハロマンス50㎎１Ａ施行。部屋に帰るとアルカイダが強くなってきたことが不

安になるとのこと。また、年金が振り込まれるまでソワソワするとのこと。左手指少し痺れることがあるが、１日寝て起きると治っていると話す。
















